
（別紙４）

～ 2025年  12月 25　日

（対象者数） 6 （回答者数） 5　　83％

～ 2025年　12月 25　日

3 （回答者数） 3　　100％

～ 2025年　12月25　日

（対象数） 3 （回答数） 3　　　100％

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
引き続き、適切なアセスメントができるよう努めていきたい

と思います。

2

引き続き、個別の仕組み作りのお手伝いをさせて頂きたいと

思います。

3
引き続き、訪問事業所と幼稚園、保育園との連携がとれ、支

援や就学相談、移行支援に活かしていきたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

できるだけニーズにはお応えしたいのですが、人員を雇用す

れば、訪問支援員が自由に訪問できる時間が増えるのです

が、費用対効果を考えると経済的に厳しいです。

2 どのように実施していけばよいのか検討していきます。

3

次年度からは、おたより、ホームページでの公表、おたより

の郵送等も考え、周知していきたいと思います。

ペアトレはとても好評なので、お申し込みはお早めにお願い

したいことも添えたいと思います。

アンケートには「事故防止マニュアル、緊急時対応マニュア

ル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員

や家族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施して

いるか。」とありますが、訪問先での訓練は難しい。

マニュアルは作成していますが、訪問先での発生を想定した訓

練を実施は難しい。

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・

トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機

会等が行なわれていますか。

当園の児童発達支援や放課後等デイサービスを利用されている

児童のご家族へは、ぺアトレ開催のお便りが配布できました。

それ以外のご家族へは周知漏れになり申し訳ありませんでし

た。

訪問事業所と幼稚園の連携がとれている。

「通所している園児や保護者に対して、情報や支援方法を共有し連携

してくださり大変有り難く今後も関係機関でつながりをもたせて頂き

たいです。」と幼稚園より評価をいただきました。

また、年長児を訪問することで、集団生活の中の様子がよくわかり、

就学相談、移行支援に活かすことができます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問支援の依頼は増えていますが、すべてに応じきれません。

児童発達支援や放デイの職員配置基準の関係で制約があり、

ニーズに応えきれていません。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が

客観的に分析された上で、保育所等訪問支援計画（個別支援計

画）が作成され、支援している。

関係機関や相談支援専門員からの情報、ご家族との面談から基

本情報やアセスメントシートを作成しています。また、より適

切で深いアセスメントになるように、「特性シート」も使用し

ています。

対象児の児童が進んで学校生活に参加するための方法（個別の

仕組み）作りのお手伝いをができている。

「学校でのPECS導入に際して、具体的な道具の工夫や手続き

についてご助言いただき、指導日については集中して来校して

いただきました。」と学校から評価をいただいたり、「訪問を

してくださることで一人で出来ることが多くなってありがた

い。」とご家族から評価をいただいています。

また、昨年の反省を活かし、訪問の時間を有効に使えるよう、

資料や映像の活用範囲拡大に努めました。

○従業者評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年  12月　1日

○訪問先施設評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月  1日

○従業者評価実施期間 2025年  12月　1日

○事業所名 小諸市児童発達支援センター　小諸市ひまわり園　(保育所等訪問支援)

○保護者評価実施期間 2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


